
学校におけるミドルリーダーの
ウェルビーイング向上に関する研究

ミドルリーダー自身がリーダーシップを発揮するための
実践事例デジタルハンドブックの活用を通して

（三年次）

教育センター企画部

令和６年度広島県立教育センター研究事業



Ⅰ 三年次研究の目的

Ⅱ 一・二年次研究

Ⅲ 三年次研究
  １ 研究計画  
  ２ 実践協力者の実態
  ３ 研究仮説、検証計画、検証方法・検証情報の集積及び分析方法
  ４ 実践協力者による取組の実際
  ５ 研究の結果と考察

Ⅳ 研究のまとめ
  １ 三年次研究の成果
  ２ 三年次研究の課題及び今後の構想
  ３ 本研究の展望

● 参考文献



Ⅰ 三年次研究の目的

学校におけるミドルリーダーが
実践事例デジタルハンドブックを活用し、
リーダーシップを発揮することで、
同僚との信頼関係を構築することが
できることを明らかにし、
ミドルリーダーのウェルビーイング向上に寄与する｡



Ⅱ 一・二年次研究

●教育振興基本計画（令和５年）
「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」

   子供たちのウェルビーイングを高めるには、教師のウェルビーイングを

   確保することが必要であり、学校が教師のウェルビーイングを高める場

   となることが重要である。

文部科学省（令和５年）：「教育振興基本計画（概要）」p.1

●中央教育審議会答申（平成31年）
   校長や副校長・教頭に加え、ミドルリーダーのリーダーシップを
  発揮できるような組織運営を促進する必要がある。

  管理職よりも教師に距離が近い、ミドルリーダーが中心となって

  若手の教師を支援・指導できるような環境を整備する必要がある。

中央教育審議会（平成31年）：「新しい時代の教育に向けた
持続可能な学校指導･運営体制の構築のための学校における
働き方改革に関する総合的な方策について（答申）」p.39



【２年次調査研究】

同僚との信頼関係の構築のために

サーバント・リーダーシップ 
の発揮

【教育振興基本計画】

子供たちのウェルビーイング

教員のウェルビーイング

【１年次調査研究】

教員のウェルビーイングの向上には

同僚との信頼関係の構築

自律尊重
謙虚さ 見守り

誠実さ 寛容と許し

成長支援
社会的価値

リスクを負う勇気

Ⅱ 一・二年次研究

【３年次実践協力者による実践研究】

ミドルリーダーのための
ウェルビーイング向上
デジタルハンドブック



Ⅲ 三年次研究 １ 研究計画

改善

ミドルリーダーのウェルビーイング向上に関する課題

実践事例デジタルハンドブックの改善・実践協力者の決定

デジタルハンドブック活用セミナーの実施、実践協力者の実態把握

ミドルリーダーによる同僚との信頼関係構築の実践の具体の収集

ミドルリーダーによるデジタルハンドブックを活用した実践

【第１期】

【第２期】

【第３期】

【第４期】

【第５期】

事前アンケート調査

イ  ン  タ  ビ  ュ  ー  調  査

事後アンケート調査

デジタルハンドブックの更新、本研究の評価とまとめ



Ⅲ 三年次研究

クロス分析の構想図

２ 実践協力者の実態

論文p.9



Ⅲ 三年次研究 ２ 実践協力者の実態

主観的幸福感 ワーク・エンゲージメント 抑うつ傾向

平均（M) 06.63

標準偏差（SD) 01.64

最小（Min） 03.00

最大（Max） 10.00

平均（M) 09.75

標準偏差（SD) 04.49

最小（Min） 01.00

最大（Max） 19.00

平均（M) 34.66

標準偏差（SD) 08.55

最小（Min） 20.00

最大（Max） 52.00

ウェルビーイング（ n =63）



Ⅲ 三年次研究

ウェルビーイングと信頼関係（ n =63）

２ 実践協力者の実態

児
童
生
徒



サーバント・リーダーシップ（ n =63）

Ⅲ 三年次研究

他の７因子に
比べて高い

★弱い因子は意識し、８因子全てを発揮していくことで、
サーバント・リーダーシップのバランスの取れたミドルリーダーが増える｡

２ 実践協力者の実態

ＳＬＳ全因子高位群

バランス良く
外側に広がる
八角形を示す

ＳＬＳ全因子低位群

八角形の凹み



Ⅲ 三年次研究 ３研究仮説、検証計画、検証方法・検証情報の集積及び分析方法

研究仮説

ミドルリーダーがサーバント・リーダーシップを発揮することで同僚との
信頼関係を構築をし、ウェルビーイングの向上につながるであろう。
検証の視点

ミドルリーダーは、デジタルハンドブックを活用した実践を通して、
同僚との信頼関係を構築することができたか。
検証方法・検証情報の集積及び分析方法

１ サーバント・リーダーシップアンケート及びインタビュー調査
 11段階尺度法による質問紙法を用いた事前・事後調査の比較

   面接法による回答をサーバント・リーダーシップの因子で整理

２ 信頼関係アンケート及びインタビュー調査
 11段階尺度法による質問紙法を用いた事前・事後調査の比較

   面接法による回答から同僚との信頼関係構築の軌跡を分析
３ ウェルビーイングアンケート

 11段階尺度法による質問紙法を用いた事前・事後調査の比較



広島県立教育センター（最終アクセス令和７年１月10日）

【https://www.hiroshima-c.ed.jp/DHB_R06/00_dh_top.html】
ｋ

Ⅲ 三年次研究 ４ 実践協力者による取組の実際



活用１
個人で実践

活用３
管理職や校務運営に
関わる先生方を巻き
込んだ組織的な実践

活用２
自分の担当や
所属内で実践

Ⅲ 三年次研究 ４ 実践協力者による取組の実際



Ｇ【同僚や後輩とコミュニケーションを
  図るとき】が凹んでるなぁ｡｡｡

  場面別ページを検索してみよう!!
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  なるほど､､､参考になるぞ｡

15番“変化をつかむ”
自分のやり方・取組方は、
理論が基になっている。
よかったんだ。
これからも継続していこう!!

Ⅲ 三年次研究 ４ 実践協力者による取組の実際

活用１
個人で実践



コミュニケーション重視
「14-⑥心地よさをつくる」
職員室で仕事をすることで
やり取りがしっかりできた!!

「Ｆ 同僚が悩んだり
  困ったりしているとき」
     保護者対応に対する
     同僚への伝え方の
     突破口として参考にした!!

活用２
自分の担当や
所属内で実践

Ⅲ 三年次研究 ４ 実践協力者による取組の実際



活用３
管理職や校務運営に
関わる先生方を巻き
込んだ組織的な実践

ミドルリーダー同士が
つながるよう、デジタル
ハンドブックを紹介して
一緒に使ってみました。

Ⅲ 三年次研究 ４ 実践協力者による取組の実際

校長先生に提案!!
「5-②同僚が相談
  しやすい環境づくり」
「14-⑨みんなが
 居心地の良さを感じる」

 経験年数の少ない
先生方と一緒に
「気軽にお話し会」
を開催しました。



サーバント・リーダーシップ（ n =57）
ミドルリーダー全体 ＳＬＳ全因子高位群ＳＬＳ全因子低位群

★本研究で開発したデジタルハンドブックの活用は、ミドルリーダーの
サーバント・リーダーシップの向上において、有効性が認められた。

★本研究で開発したデジタルハンドブックがミドルリーダーに与える影響は、
様々なレベル群のミドルリーダーのリーダーシップスキルの向上に、

一定程度以上の効果（d=0.83）が確認できた。

Ⅲ 三年次研究 ５ 研究の結果と考察



多くのミドルリーダーが、児童生徒、
 保護者、同僚、管理職との信頼関係を
 構築することができた。

Ⅲ 三年次研究 ５ 研究の結果と考察

信頼関係（ n =57） ＳＬＳ向上群（ n =41）



Ⅲ 三年次研究 ５ 研究の結果と考察

ウェルビーイング（ n =57）

多くのミドルリーダーが
ウェルビーイング向上の
実感を自己評価

「主 観 的 幸 福 感 が 高 く、
関 係 者 と 信 頼 関 係 を 築 い て、
働 き が い を 感 じ な が ら
意 欲 的 に 働 き、
心 身 が よ り 良 好 な 状 態 に な る｡｣
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【教育振興基本計画】

子供たちのウェルビーイング

教員のウェルビーイング

教員のウェルビーイングの向上には

同僚との信頼関係の構築

同僚との信頼関係の構築のために

サーバント・リーダーシップ 
の発揮

考察

本研究の取組は、ミドルリーダーのウェル
ビーイングの向上に間接的な影響をもたら
し得る可能性が示唆されたと言える。

Ⅲ 三年次研究 ５ 研究の結果と考察

本研究で開発したデジタルハンドブックは、
ミドルリーダーのサーバント・リーダーシップ
のスキル向上に、中程度以上の効果がある

可能性が高いツールである｡（ d= 0.83 ）

ミドルリーダーがデジタルハンドブックを活用して
サーバント・リーダーシップを発揮することは、
同僚及び管理職との信頼関係を構築することに
有効である。 （ r = 0.69～0.72 ）



○ デジタルハンドブックの開発とミドルリーダーの学び
同僚との信頼関係構築の効果的な学習  

○ 活用セミナーを通じたデジタルハンドブックの普及
ミドルリーダーのリーダーシップの発揮を明確化

○ 信頼関係の構築とウェルビーイング向上への
デジタルハンドブックの効果

ミドルリーダーのリーダーシップの発揮による
信頼関係構築とウェルビーイングの向上

Ⅳ 研究のまとめ １ 三年次研究の成果



Ⅳ 研究のまとめ ２ 三年次研究の課題と今後の構想

◆ 全てのミドルリーダーのサーバント・リーダーシップと
信頼関係構築の強化

デジタルハンドブックの更新

◆ デジタルハンドブックの更新の必要性
デジタルハンドブックの構成要素の意識付けによる
サーバント・リーダーシップ発揮

◆ 本研究の限界
限界を克服するための最良化及び開発



Ⅳ 研究のまとめ

◎ 実践事例デジタルハンドブックの活用の展開
管理職による教職員の人材育成
一人配置の教職員等による信頼関係構築

◎ ミドルリーダーから同僚へ信頼関係構築の相互作用
教員相互によるサーバント・リーダーシップを
発揮し合う信頼関係構築の循環

◎ ミドルリーダーから教員相互へ、そして子供たちへ、
ウェルビーイング向上の循環

子供たちのウェルビーイング向上にもつながる期待

３ 本研究の展望



Ⅳ 研究のまとめ ３ 本研究の展望

ウェルビーイング
ウェルビーイング

ミドルリーダーがサーバント・リーダーシップを発揮することで
同僚及び管理職との信頼関係構築につながり、学校全体の
ウェルビーイングの向上に寄与することができるであろう。
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愛媛大学大学院教育学研究科 教授 露口 健司様

一年次調査協力者 広島県内1,079人のミドルリーダーの皆様

二年次調査協力者 広島県内63人のミドルリーダーの皆様

三年次実践協力者 広島県内63人のミドルリーダーの皆様

御指導、御協力ありがとうございました
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